
　

３
月
12
日
か
ら
４
月
10
日
ま
で
開
催
さ
れ

た
「
侍
う
展
in
錦
〜
原
点
回
帰
」
の
イ
ベ
ン

ト
の
１
つ
と
し
て
、
兵
法
タ
イ
捨
流
と
歌
人

　

松
田
郁
美
さ
ん
の
特
別
イ
ベ
ン
ト
が
４
月

３
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　
　

　

松
田
さ
ん
は
、
鹿
児
島
県
を
中
心
に
活
動

さ
れ
て
お
り
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
歌
唱
披
露
、

舞
台
な
ど
で
使
用
す
る
楽
曲
の
制
作
な
ど
多

方
面
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
兵
法
タ
イ
捨
流
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

制
作
し
た
「
戦
い
」
を
タ
イ
捨
流
演
武
と
共

に
初
披
露
。

　

イ
ベ
ン
ト
終
了
後
に
は
、
観
客
か
ら
の
た

く
さ
ん
の
拍
手
が
起
こ
り
、
大
盛
り
上
が
り

で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
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「侍う展 in錦～原点回帰」
　　歌人　松田郁美さん
　　　兵法タイ捨流とコラボ



　

４
月
11
日
、
町
内
の
各
小
中
学
校

で
入
学
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
に
小
学
校
、
午
後
に
中
学

校
で
行
わ
れ
、
今
年
度
も
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
参
加
者

全
員
が
マ
ス
ク
着
用
、
換
気
な
ど

し
っ
か
り
行
い
開
催
。

　

西
小
学
校
で
は
迫
田
正
純
校
長
か

ら
新
入
生
に
「
３
つ
の
約
束
を
守
っ

て
ほ
し
い
。
１
つ
目
は
『
お
は
よ
う

ご
ざ
い
ま
す
』
や
『
こ
ん
に
ち
は
』

な
ど
挨
拶
を
元
気
よ
く
す
る
こ
と
。

２
つ
目
は
み
ん
な
と
仲
良
く
す
る
こ

と
。
３
つ
目
は
学
校
の
周
り
に
た
く

さ
ん
の
道
路
が
あ
る
の
で
、
道
路
へ

の
飛
び
出
し
を
し
な
い
こ
と
。
こ
の

３
つ
の
約
束
を
し
っ
か
り
守
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

錦
中
学
校
で
は
、
国
歌
静
聴
に
始

ま
り
、
そ
の
後
の
新
入
生
呼
名
で
は

97
名
の
新
入
生
が
元
気
よ
く
返
事
を

し
て
い
ま
し
た
。

　

中
田
忍
校
長
か
ら
新
入
生
に
対
し

「
こ
の
３
年
の
間
に
、
心
も
体
も
大

き
く
成
長
し
ま
す
。
３
年
後
に
は
進

路
を
自
分
自
身
の
力
で
切
り
拓
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
目
標
を

持
っ
て
学
習
や
行
事
、
部
活
動
に
積

極
的
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
」
と
激

励
。
在
校
生
代
表
の
水
野
綾
乃
さ
ん

（
木
上
野
間
）
が
歓
迎
の
言
葉
を
述

べ
た
後
、
新
入
生
代
表
の
和
泉
千
尋

さ
ん
（
西
内
門
）
が
「
さ
ま
ざ
ま
な

方
々
か
ら
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
仲
間
同
士
高
め
あ
い
な
が
ら
、
夢

に
向
か
っ
て
努
力
す
る
」
と
誓
い
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

町
内
小
中
学
校
入
学
式

　
　
　
　
新
入
生
へ
校
長
先
生
か
ら
エ
ー
ル

新入生点呼ではしっかり返事（西小）

入場から緊張した様子です（西小）

感染症対策のためにしっかり間隔をとっています（左：西小、右：錦中）

新入生代表：和泉さん（錦中）

錦町図書館だより
婚活コーナー　ほか
錦町子育て支援センターからのお知らせ
こんにちは保健師です
地域包括支援センター便り
思いつくまま
錦みんなの歌会　ほか

………………… 17
……………… 18

… 19
…………… 20

……… 21
……………………… 22

…………… 23

………………… 2

令和４年６月から児童手当制度が
一部変更となります

・錦町農業担い手支援給付金　ほか

……………………… 13～15

………………11

地域おこし協力隊 活動報告 ほか
情報の広場

… 16

………………… 12

……………………… 3

……………　4
……………………… 5

… 6～7
……… 8

…………………………… 9

Nishiki Topics

退職者・新規採用職員紹介
町長の声　ほか
令和４年度錦町役場の組織体制
新型コロナワクチン情報  ほか
自動車税・軽自動車税の納期限及び
減免について

Public relations of Nishiki  CONTENTS広報 錦 ５月号　目次

マイナンバーカード休日窓口及び平日窓口
時間の延長について　ほか

…………10

きれいな球磨川を守るため水田の代か
きや田植え時には、泥水を流さないよ
うに注意しましょう！　ほか

町内小中学校入学式

各小中学校新入生
・錦中　　９７人
・西小　　４７人
・一武小　３７人
・木上小　２１人

ご入学おめでとうございます
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錦
町
農
業
担
い
手
支
援
給
付
金

　
　
　
　
　
　

農
業
で
町
を
盛
り
上
げ
る
就
農
者
へ

通知を受け取る松﨑さん（右）

ランドセルカバーを寄贈された吉村さん夫妻（中央）

たすきを受け取る町内各小中学校の校長

　

３
月
17
日
、
錦
町
役
場
で
「
錦
町
農
業
担
い
手
支
援
給

付
金
事
業
」
に
お
け
る
計
画
承
認
通
知
書
が
お
茶
を
生
産

さ
れ
る
松
﨑
翔
舞
さ
ん
（
西
指
杉
）
へ
交
付
さ
れ
ま
し

た
。
本
給
付
金
は
、
将
来
に
わ
た
り
錦
町
で
農
業
の
担
い

手
と
し
て
認
定
農
業
者
を
目
指
す
者
に
対
し
て
、
年
間
75

万
円
が
就
農
日
か
ら
最
長
５
年
間
給
付
さ
れ
ま
す
。

　

森
本
町
長
か
ら
「
農
業
へ
の
支
援
の
た
め
、
今
回
、
就

農
者
増
を
目
的
に
給
付
金
要
綱
の
改
正
を
行
っ
た
。
就
農

者
が
増
え
る
こ
と
で
本
町
が
も
っ
と
盛
り
上
が
れ
ば
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。
松
﨑
さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
別
の
仕
事
を

や
っ
て
い
た
た
め
、
お
茶
に
関
し
て
は
一
か
ら
に
な
る
。

早
く
仕
事
に
慣
れ
、
覚
え
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を

話
さ
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
協
会
か
ら
反
射
材
た
す
き
を
贈
呈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
ど
も
達
の
安
全
を
願
っ
て

　

４
月
１
日
、
人
吉
地
区
交
通
安
全
協
会
錦
支
部
（
林
田

益
義
支
部
長
）
か
ら
町
内
の
各
小
中
学
校
に
入
学
す
る
新

入
生
約
２
０
０
人
分
の
反
射
材
た
す
き
等
を
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
小
学
校
へ
は
、
た
す
き
の
他
に
腕
章
や
鈴
付
き
リ

ボ
ン
も
一
緒
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。
同
取
組
み
は
交
通
安
全

推
進
協
力
費
を
活
用
し
毎
年
実
施
。
林
田
支
部
長
は
「
登

下
校
時
に
た
す
き
を
つ
け
て
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ

う
注
意
し
て
ほ
し
い
。
子
ど
も
達
に
は
健
康
で
元
気
よ
く

学
校
に
通
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
受
け
取
ら

れ
た
小
中
学
校
校
長
会
を
代
表
し
金
子
圭
校
長
（
木
上

小
）
は
「
子
ど
も
達
や
親
御
さ
ん
は
登
下
校
時
の
安
全
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
と
思
う
。
反
射
材
た
す
き
を
付
け
る

こ
と
が
身
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
、
し
っ
か
り
指

導
し
て
い
き
た
い
。
毎
年
本
当
に
あ
り
が
た
い
」
と
お
礼

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

新
１
年
生
に
ピ
カ
ピ
カ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

今
回
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

４
月
８
日
、
錦
町
役
場
で
花
ご
こ
ろ
の
代
表
、
吉
村
さ

ん
夫
妻
が
町
内
の
各
小
学
校
に
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
13
年
か
ら
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
の

活
動
は
今
回
で
22
回
を
数
え
、
こ
れ
ま
で
寄
贈
さ
れ
た
カ

バ
ー
は
約
３
０
０
０
枚
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
カ

バ
ー
か
ら
デ
ザ
イ
ン
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
機
能
性
の
向
上
を

行
い
、
よ
り
明
る
く
見
え
る
よ
う
に
改
良
さ
れ
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
吉
村
さ
ん
夫
妻
は
「
現
在
の
ラ
ン
ド
セ
ル

に
合
う
よ
う
作
り
直
し
た
。
児
童
が
よ
り
安
全
に
登
校
で

き
る
よ
う
に
贈
ら
せ
て
い
た
だ
く
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
け
取
ら
れ
た
金
子
圭
校
長
（
木
上
小
）
は
「
ラ
ン
ド

セ
ル
カ
バ
ー
は
児
童
が
安
全
に
登
下
校
す
る
う
え
で
必
要

な
も
の
。
し
っ
か
り
身
に
付
け
て
、
楽
し
い
学
校
生
活
を

送
っ
て
ほ
し
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
感
謝
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 
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長い間お疲れ様でした。
～退職者～

よろしく
　お願いします

くわはら　 あらん

桑原　亜蘭 18歳

3月31日付けで退職された山富照巳さん
（前総務課長：写真右）

【配属先】
　住民福祉課
【趣味・特技】
　スポーツ観戦、
　バレーボール

　この度、住民福祉課に配属されまし
た、桑原亜蘭です。出身は木上平川地
区です。３月に球磨中央高校の地域未
来探究科を卒業しました。小学生の頃
からバレーボールを続けており、体を
動かすことが大好きです。チャレンジ
精神を忘れず、錦町の皆様のために精
いっぱい頑張りますのでどうぞよろし
　　　　くお願いいたします。

きよた　 さ き

清田　咲希 22歳
【課名】
　企画観光課
【趣味・特技】
　音楽鑑賞

　この度、企画観光課に配属になりま
した。昨年まで、宮崎公立大学で言語
学習や地域のＰＲ活動などに取り組ん
でいました。高校・大学では吹奏楽部
に所属しており、音楽を聴くこと、楽
器を演奏することが好きです。多良木
町の出身ではありますが、多くの方に
錦町の魅力をお伝えできるよう、精一
杯頑張ります。どうぞよろしくお願い
　　　いたします。

む た　　ゆうすけ

牟田　勇佑 22歳
【課名】
　農林振興課
【趣味・特技】
　バスケットボール

　この度、農林振興課に配属されまし
た、牟田勇佑です。一武昭和地区出身
です。昨年度まで福岡の専門学校に
通っていました。小中高とバスケット
ボールを続けており、スポーツ全般大
好きです。まだまだ分からないことば
かりですが、一生懸命頑張っていきま
す。よろしくお願いいたします。

お がた　ひろのり

尾方　博典 31歳
【課名】
　地域整備課
【趣味・特技】
　買い物

　木上の十日市出身で、現在は西下井
手ノ口に住んでいます。何事にも好奇
心旺盛で、色々な事にチャレンジしな
がら錦町を盛り上げていきたいと思っ
ています。まずは目の前の仕事一つひ
とつを真剣に取り組み、早く仕事を覚
えていきたいと思います。錦町の発展
と町民の皆さまへ貢献できるよう精
いっぱい頑張ります。どうぞよろしく
お願いいたします。

か い　　よしき

甲斐　佳暉 18歳
【課名】
　総務課
【趣味・特技】
　ランニング、ハードル

　錦町木上出身です。
　小学校から高校まで陸上を続け、走
ることはもちろん、体を動かすことが
好きです。これからも陸上を続けてい
きたいと思っています。多種多様な業
務に対応する総合性と業務の特性に応
じた専門性を持ち合わせた職員になれ
るよう日々精進していきますのでどう
ぞよろしくお願いします。

新規採用職員紹介
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新年度の人事異動
　新年度がスタートし1ヶ月が経過しました。本年度は、前年度退職者分を補充するため（大卒2人、専門1
人、高卒2人計）5人を採用しましたが、それぞれの配属先で緊張した面持ちで頑張っているようですの
で、皆さんのあたたかいご指導をお願いします。
　また、職員の活性化及びスキルアップを図るため、同部署での経験年数が長い職員を対象に、適材適所の
異動を実施しております。
　引き続き、新体制の下、住民サービスに努めてまいります。

本町の踏ん張りどころはいつまでか？
　令和2年7月の豪雨災害を分岐点に、本町の振興に大きな山が立ちはだかってきました。
その山とは。
　１、災害復旧
　２、被災した人吉・下球磨消防組合施設（中央署・本部、西分署、東分署）の建設及び関係する消防指令
　　　台の上球磨消防組合との共同化、広域化
　３、川辺川穴あき流水ダムの建設と球磨川河川整備
　４、被災したくま川鉄道の復旧復活
　５、被災したＪＲ肥薩線の復旧復活
　この5項目になります。

1の災害復旧は5年度に完了します。
2は西分署（球磨村）を本年度に建設完成させ、5年度に中央署・本部の建設位置の選定、設計及び建設

を5年度から7年度に、消防指令台の共同化を6年から7年度に、また本町にある東分署は7年度以降に改築。
3はダム完成まで14年間を要することから、流域の生命財産を守るため一日でも早い完成を国に訴え、市

房ダムの再整備を含めた球磨川の治水対策の早期完成を要請していく。
4は本年度、河川内の橋脚、橋台の撤去及び建設に取り掛かり、5年度から上部鉄橋を建設し7年度に工事

完成し全線開通を図る。
5はＪＲが発表した災害復旧費用235億円プラス運行経費9億円（年間）赤字の対応。復旧費用が巨額とな

ることから、費用を抑制する工事手法や工期。それに関する国及び県の負担割合がどうなるのか。また、復
旧後の運行経費9億円の赤字の取り扱いなど、4年度、5年度、6年度にかけ、大きな課題となる。
　このように、本町（関係市町村）にとっては、令和4年度から4年間ほどが財政を含み大きな山を迎える
ことが考えられますので、議員各位の理解を得ながら、しっかりと対策を講じていきます。なお、皆さんに
は、広報誌や町政座談会などを通じて、情報を伝えてまいります。

町 長 の 声

交際費執行状況表（3 月分）
  支払日　                        件　　　　名                                   金　額 　      　相 手 先

町長 3月30日 書「錦」贈呈に伴うお礼（焼酎）　　　　　　　4,085円

左から：錦太郎、佐藤社長、森本町長

　

２
月
22
日
、
錦
町
役
場
で
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
１
０
０
万
円

を
寄
付
さ
れ
た
三
和
建
設
㈱
（
佐
藤

圭
社
長
）
に
対
す
る
感
謝
状
贈
呈
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
寄
付
は
、
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
を
財
源
と
し
て
行
わ
れ
る

「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

居
場
所
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

活
用
さ
れ
ま
す
。

　

佐
藤
社
長
は
「
家
族
が
で
き
て
か

ら
周
り
の
支
え
を
よ
り
い
っ
そ
う
実

感
し
て
い
る
。
地
域
に
貢
献
す
る
た

め
に
も
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
っ
て

錦
町
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

　
　
感
謝
状
贈
呈
式

　
　
三
和
建
設
㈱
か
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０
０
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職
員
数
97
人
（
再
任
用
等
含
む
）
、
会
計
年
度
任
用
職
員
（
非
常
勤
職

員
）
・
派
遣
職
員
57
人　

総
勢
１
６
２
人
の
新
し
い
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

●税務課
課長兼徴収対策係長
主幹兼固定資産税係長
主幹兼住民税係長

再任用

簑田　俊哉
大森　光春
今田　好昭
渡邊　一郎
山口　隆治
上原　　望
久留　優太
樅木　右京
寺田　　伎
椎葉　夢華
山富　照巳

●出納室
会計管理者
出納室会計係長
出納室会計係（再任用）

白川　裕美
河津　清臣
小林　由比

●農業委員会
事務局長兼農地係長
農地係

髙波　昌一
園林　沙恵

●保険政策課

●健康増進課（保健センター）

課長
課長補佐兼保険年金係長
保険・年金係
保険・年金係
主幹兼高齢者支援係長
高齢者支援係
高齢者支援係
高齢者支援係

課長兼健康増進係長
主幹兼健康増進係保健師長　　　　
健康増進係
健康増進係
健康増進係
健康増進係
健康増進係

吉田　誠二
松田こずえ
濱田由佳子
福田　朱音
永田紀久美
樫山　順治
守永幸太郎
迫　　聖奈

森山　毅宏
鶴嶋　由加
藤川　絹代
桒原　香織
塚本　有喜
嶋田由紀子
木脇　朱梨

●住民福祉課
課長
主幹兼子育て支援係長兼環境係長
子育て支援係兼環境係
子育て支援係兼環境係
子育て支援係兼環境係
環境係
福祉係長
福祉係
福祉係
福祉係
福祉係
住民係長
住民係
住民係
住民係

山園　琢磨
髙山　拓二
新川　貴宏
西　　理沙
桑原　亜蘭
深水　　空
馬場　和広
増田　亜希
尾方　涼祐
合原　美紀
阿部　和也
上野　　綾
𠮷川　美和
蓑毛　正敏
久保山　楓

●総務課
課長
主幹兼消防交通・管財係長
消防交通・管財係
消防交通・管財係兼行政係
主幹兼財政係長
財政係
財政係
主幹兼行政係長
行政係
行政係

深水　英雄
山本　直樹
濱﨑　浩嗣
甲斐　佳暉
矢野　智浩
山口　貴大
宮原　純希
大村　崇史
新川　千文
泉　　翔太

久保田幸宏　
園田　裕憲
塩井　ゆき
鎌田　直樹
岡村　　諭
岡村　和馬
椎葉　洋輔
尾方　博典

●地域整備課

●地域整備課 ●企画観光課

課長
工務係第１係長
工務係第 2係長
管理係長

上野　陽一
長友　　崇
東　　利孝
大村　恵美

●企画観光課
課長
課長補佐
主幹兼企画情報調整係長
企画情報調整係
企画情報調整係
地域振興係長
地域振興係

岩尾　和文
甲斐　博旨
中村　裕二
上原　　亨
古賀　翔馬
手柴　智晴
吉村　　心

●農林振興課

地域振興係
地域振興係兼企画情報調整係

山口　衿加
清田　咲希

有瀬　耕二
東　　貴志
桒原　欣也
迫　　英志
深水　達也
久保山護熙
上田　聖也
中村　優誠
牟田　勇佑

課長
課長補佐兼耕地林務係長
農政係長

1 F  フ ロ ア

2 F  フ ロ ア

徴
収

対
策
係

住
民
税
係

固
定
資

産
税
係

 ▶ ◀ 

会議室
101 農地係

税務課

農業委員会

者
齢
高

係
援
支

・
険
保

係
金
年

係
民
住

係
境
環

多目的
ホール

▲
正面入口

出納室
会計係

保険政策課 住民福祉課

口
入
側
東

口
入
側
西

係
政
行

報
情
画
企

係
整
調

域
地

係
興
振 耕

地
林
務
係

農
政
係

工
務
係

管
理
係係

政
財

通
交
防
消

係
財
管
・
総務課

会議室
201

廊　　下

町長室 応接室 副町長室

企画観光課 農林振興課
選管

図書室

地域整備課
会議室
和室

子
育
て

支
援
係

地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

福
祉
係
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●総務課 ●農林振興課

●１F

●3F

●２F

山口　親秀
横井　隆範
前原　陽子
椎葉　高子

●企画観光課

　（地域おこし協力隊）

今岡　千晶
松本　一洋
山田　弥子
福岡　幸博
中村　実季
靏田　由美
小嶌　貴美
竹下　和子
圓　　加奈
上野美津子
上村ゆかり

川村　恵美
津山　拓郎
中村　秋美
中村　義德
前原紗侑莉
蔵座　光則
西　　孝幸
中川　　幸
中村　美保
園田なつみ
渕田　康正
林　　敬三
上野磨美子
川原　美紀
松村　詩子
今田　　薫

●住民福祉課

●税務課
●保険政策課

●農業委員会
●地域整備課

　西小　

　一武小

　木上小

　錦中

　学校用務員
　学校用務員

　（ALT【外国語指導助手】）

　心の教室相談員
●保健センター

●教育振興課

　給食センター
　図書館

小俣　誠子
前田　友子
中村　文子
小嶋　礼子
山口　美香
小園　由季
小田　知則
磯田　京子

●議会事務局
事務局長併監査委員事務局長
書記併監査委員事務局書記

蓑田　和也
山本　幸子

●教育振興課
課長
主幹兼学校教育係長

尾方　良一
塩井　裕樹

錦まち観光協会派遣
行政係（熊本県派遣）
行政係（熊本県派遣）

蓑田　興造
岩﨑穂奈美
河﨑　孝博

学校教育係
学校教育係
社会教育係長
社会教育係
社会教育係
学校給食センター係長

寺原かおり
守永　涼弥
桑原　　裕
淋　　英将
今村晋太郎
植薄　美保

三輪　千晴
森永　千夏
長友　美香
舟戸さゆり
藤原あゆみ
村並　里紗
堀江しおり
米　　智子
園川　祥子
大園　一代
竹長　由美
横井　幸子
安達貴美子
串間　繁晴
山下　敏弘

カーラ　ペティート
プレストン　ダンラップ

加藤　良子

校
学

係
育
教

会
社

係
育
教

議　　場

議　員　控　室 3　階　会　議　室正副
議長室

会議室
301

教育振興課

議会
事務局

3 F  フ ロ ア

出 向 ・ 派 遣

錦町各課等の電話番号

会計年度任用職員・派遣職員 等

住民福祉課
（①番窓口） 38-1112

38-1113
38-4020

38-1114

38-1485
38-1633

住民係　町民相談室　福祉係　
子育て支援係　環境係
保険・年金係　高齢者支援係
包括支援センター
徴収対策係　住民税係　
固定資産税係
農地係
会計係

保険政策課
（②番窓口）

税 務 課
（③番窓口）

農業委員会
出 納 室

38-4450
38-4421

学校教育係　社会教育係
事務局

教育振興課
議会事務局

38-2048
38-2033

健康増進係
学校給食センター係

健康増進課（保健センター）
学校給食センター

38-4949
38-4418

38-4419

38-4948

管理係　工務係

企画情報調整係　地域振興係

農政係　耕地林務係

38-1111
　（代表）

行政係　財政係
消防交通・管財係

総 務 課
（①番窓口）

地域整備課
（②番窓口）

企画観光課
（③番窓口）

農林振興課
（④番窓口）
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問合せ　　錦町コロナ専用電話　  ☎２８－６１００

～　新型コロナワクチン情報　～
「追加（３回目）接種」の対象者が12歳以上となりました！

●対象者
　新型コロナワクチンの追加（３回目）接種の対象者は、2回目接種から6カ月経過した12歳以上の方となりました。
　（これまでは18歳以上が対象でした。）

●接種を受ける際の費用
　全額公費で接種を行うため、無料で接種できます。

●今後の接種について
　意向調査を行いませんので、接種を希望されない方や
　接種会場等の変更がある場合は必ずコロナ専用窓口までご連絡ください。

●接種者数（推計）　４月30日現在　
回数

（対象年齢）
接種者数
（率）

１回目
（5歳～）
約8,800 人
（約93％）

２回目
（5歳～）
約8,700 人
（約88％）

３回目
（12歳～）
約6,700 人
（約73％）

64歳以下の追加（3回目）・小児（1回目・2回目）の集団接種実施中！！
集団接種への申し込みはお済みですか？　早めの予約をお願いします。

場所…錦勤労者体育センター　時間…午後（個人割当）

詳しくは接種券送付の際にご案内
しますので、案内通知が届くまで
しばらくお待ちください。

１・２回目対象者 ＝　5歳以上人口　約9,950人
３回目対象者　　 ＝ 12歳以上人口　約9,200人

※5歳～11歳の接種希望者は約400人（約52％）です。

感 染 拡 大 防 止 へのご協力をお願いします

正しく使おうマスク！

目指そうゼロ密！
こまめにしよう手洗い・手指消毒！

▶体調不良時の出勤・登校・移動はお控えください。　▶ワクチン未接種の方は接種をお願いします。

問合せ　　税務課　  ☎３８‒１１１４

※納期限を過ぎると、コンビニ納付はできませんのでご注意ください！
※固定資産税は、１年分（４期分）をまとめてお送りしています。
※毎月の料金等についても、納め忘れがないようにお願いします。

５月は固定資産税１期・軽自動車税の納期です！
納　期　限【５月３１日（火）】
口座振替日【５月２５日（水）】
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自動車税・軽自動車税の納期限及び減免について

問合せ　　税務課　  ☎３８‒１１１4

1.納付期限等

２.軽自動車税の減免について

自動車税

軽自動車税

県

市区町村

普通自動車等

バイク、軽自動車、
小型特殊自動車等

R４.５.３1（火）

R４.５.３1（火）

熊本県県南広域本部
総務部収税課

0965-33-3236

錦町役場税務課
３８－１１１４

　　種　　類 　 該　当　車 　 納付先 　　　　納　期　限 　　 　お問い合わせ先

※初年度登録からの経過年数等により、税率が変更になる車種があります。

①必要なもの
　・納税通知書 ※支払わずにお持ちください。
・身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳のうち、お持ちの手帳すべて

　・運転免許証（運転される方のもの）
　　※等級によって、障がいのある方本人でなければならない場合と、生計を一にする方の運転でも
　　　よい場合とがあります。
　・車検証（コピーでも可・本人名義であること）
　　※ただし、障がいのある方本人が18歳未満の場合（家族運転可の等級に限る）、療育手帳（A1・
　　　A2）の場合、精神障害者保健福祉手帳（1級）の場合は、生計を一にする方が所有する軽自動
　　　車も対象に含まれます。

②申請期間
納税通知書受領後から、納期限まで

（申請期限を過ぎた場合や軽自動車税を納められた後は減免を受けることはできません。）

③申請場所
　錦町役場　税務課

④その他
　減免は、普通車を含め1人1台となります。
（普通車の減免については、熊本県県南広域本部総務部収税課0965-33-3236にお尋ねください。）
　事業用の軽自動車は、減免の対象になりません。

　身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育手帳又は精神障害者保健福祉手帳を取得し、歩行が困難な方
で、軽自動車税の減免等級に該当する方は、軽自動車税を全額免除できる制度があります。
（原則として、減免申請をする年度の4月1日までに手帳の交付を受けている方が対象になります。）
　減免を希望される方は、次のとおり申請をしてください。
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　きれいな球磨川の環境を守るため、下記のことに注意し、水路に水田の代かきや田植えによる泥水
が流れないようにしましょう。

1 畦畔や水戸口からの漏水がないよう、耕耘・代かき前に点検補修しましょう。
2 代かきは、浅水でおこないましょう。
3 濁り水や肥料成分が流れ出ないよう、田植時の落水は絶対止めましょう。

　浅水代かきの方法
※春先の耕起は、晴れた日（田面が乾いた状態の時）におこないましょう。
砕土性を高め、土塊を細かくすることが重要です。
　１ 土面が70～80％見えている浅水状態で作業をおこなう。
　２ 浅水代かきをおこなうと、稲わらなどの浮き上がりを防止できる。また、均平度合の向上も
　　 図れる。
　３ 代かき作業後の入水については、ほ場の水保ちの良否と田植え日を充分考慮の上、必要最小
　　 限の入水量とする。

　　　　　特技や経験、時間を活かして、小中学校でボランティア活動をしてみませんか？

　教育振興課では、地域と学校がパートナーとなり、地域全体（学校を含む）で子ども達の成長を支
え、地域を元気にする活動「地域学校協働活動」を進めています。
　その活動の一つとして、さまざまな教育活動を支援していただく学校支援
ボランティアを募集しています。できる範囲で結構ですので、ぜひお力をお
貸しください。

【主な活動内容】
　・学習時の〇つけボランティア（学習支援）　・本の読み聞かせ
　・町探検や持久走大会時の見守り　・毛筆指導
　・ミシンや手縫いの指導補助　　　・図工や木工の指導補助　　　　　　
　・花や野菜の栽培指導補助　　　　・昔遊びの指導補助　など

【参加者の感想】
　・孫がおり、家とは違う姿を見て成長を感じます。
　・指導するだけでなく、子ども達から学ぶことも多く、
　　とても良い刺激になっています。
　・まだまだ子ども達に教えることができ、自分への励みになります。
　・学校の先生とも顔見知りになり、学校を身近に感じるようになりました。

　＊ご自身の知識や経験を活かして「こういったことならできますよ」という提案もお寄せ下さい。

きれいな球磨川を守るため水田の代かきや田植え時には、
泥水を流さないように注意しましょう!

学校支援ボランティア募集！

申込み・問合せ　　教育振興課  社会教育係　　☎ ３８－４４５０

浅水状態（土面が70～80％見える） 代かきの様子

まる

まる

○つけボランティアの様子
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マイナンバーカードの申請及び受け取りは原則ご本人に来庁していただく必要がありますが、開庁
時間内（平日の午前8時30分～午後5時15分）に来庁することができない方のために、以下のとおり
窓口を開設します。

マイナンバーカードの申請・受け取り及び電子証明の更新を受け付けます。
　○開設場所：住民福祉課（役場１階）
　○開設日時：令和4年5月8日（日）午前8時30分～正午
　　　　　　　令和4年5月26日（木）午後7時まで
　○問い合わせ先：０９６６－３８－１１１２　　　　　　　　　　　　　
　○受け取りの際は、交付通知書（役場からのハガキ）、通知カード、　
　　本人確認書類（運転免許証等）をお持ちください。
　○マイナンバーカード交付時に暗証番号の入力が必要です。事前に暗証番号を考えておいてくだ
　　さい。（数字４桁の暗証番号と英数字６文字以上16文字以下の暗証番号）
※各種証明書発行、住民異動届、印鑑登録、パスポート等マイナンバーカード以外の業務はお取り
　扱いできませんのでご注意ください。

【マイナンバーカード休日窓口及び平日窓口時間の延長について】

サイズ（タテ×ヨコ）は
２パターン
①60ｍｍ×80ｍｍ
②60ｍｍ×170ｍｍ
掲載料・回数・位置など　詳しくは企画観光課
までお問い合わせください。
　 　   ☎  0 9 6 6 -3 8 - 4 419

「広報にしき」に
有料広告を掲載しませんか？

170 ㎜

60 ㎜80 ㎜
❶

❷

有料広告欄

※ごみ搬入量は可燃ごみ、不燃ごみ、粗大ごみ、有害ごみの搬入量の集計です。
※分別・収集について分からない事がある場合は住民福祉課環境係38-1112へ 
　お問い合わせください。

※資源物を除く

240

220

200

180

160

140

120
1月 2月 3月

単位：トン　 令和２年度
令和３年度

224.2

194.5

174.3

233.1

194.9

176.8

ごみ搬入量について

人吉球磨クリーンプラザごみ搬入量推移

問合せ　　住民福祉課　　☎ ３８－１１１２

錦町のごみ搬入量は年々増加傾向にあります。ごみ減量
化のため、プラスチック製容器包装・紙製容器包装の分
別の徹底と生ごみの水切り徹底にご協力をお願いします。

プラスチック製容器包装の分別の注意点
①プラのマークが目印です！

②きれいな物だけ出してください
←　↑　対象物の一例

汚れているものは、洗って汚れを落とし水を切って出してください。
洗っても落ちない物や汚れのひどいものは燃えるごみとして出してください。
汚れた物やプラ製容器包装ではない物が混在するとリサイクルできません。
収集対象のプラを、指定袋以外の透明・半透明な袋に入れて出してください。

③ペットボトルは対象外です
ラベル・フタを外し、地区のリサイクル日又は錦町リサイクルステーションへ
出してください。（ラベル・フタはプラ製容器包装になります。）
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1.現況届の提出が原則不要となります
　令和4年度から、受給者の現況を公簿等で確認することで、現況届の提出を不要とします。
　※ただし、以下①～⑤の方は、引き続き現況届の提出が必要です。
　例年通り5月下旬頃、現況届を送付しますので、6月1日以降に提出をお願いします。
　　① 離婚協議中で配偶者と別居されている方
　　② 配偶者からの暴力等により、住民票の住所地が実際の居住地と異なる方
　　③ 支給要件児童の戸籍や住民票がない方
　　④ 法人である未成年後見人、施設、里親の受給者
　　⑤ その他 状況を確認する必要のある方（子または配偶者と別居中など）

◎現況届提出の省略に伴い、次の変更事項があった場合はすみやかに届け出てください。
　・受給者や配偶者、児童の住所が変わったとき（国外転出入を含む）
　・婚姻等により、一緒に児童を養育する配偶者を有するに至ったとき
　・離婚等により、一緒に児童を養育する配偶者がいなくなったとき
　・受給者や配偶者、児童の氏名が変わったとき
　・児童を養育しなくなったこと等により、対象児童がいなくなったとき
　・受給者の加入する年金が変わったとき（厚生年金→国民年金等）
　　※注意：転職しても年金の種類が変わらなければ届出は不要
　・受給者が公務員になったとき、または公務員でなくなった場合
　・国内で児童を養育している者として、海外に住んでいる父母から「父母指定者」の指定を受けるとき

2.特例給付の支給に係わる所得上限額が設けられます
　令和4年10月支給分（6～9月分）から、児童を養育している方の所得が以下表の（2）所得上限限度額以上の場合、
児童手当等は支給されません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令和4年6月から児童手当制度が一部変更となります

扶養親族等の数

0人
1人
2人
3人
4人
5人

所得額
（万円）

622
660
698
736
774
812

収入額の目安
（万円）
833.3
875.6
917.8
960
1002
1040

所得額
（万円）

858
896
934
972
1010
1048

所得額

所得が（1）未満の場合

所得が（1）以上（2）未満の場合
所得が（2）以上の場合

子どもの年齢
0歳から3歳未満（一律）
3歳から小学校修了前（第1，2子）
3歳から小学校修了前（第3子）
中学生（一律）
0歳から中学生まで（一律）

手当月額
15,000円
10,000円
15,000円
10,000円
 5,000円

収入額の目安
（万円）

1071
1124
1162
1200
1238
1276

（1）所得制限限度額 （2）所得上限限度額

※「扶養親族等の数」は、住民税での扶養人数になります。
※扶養親族等の数に応じて、限度額（所得額ベース）は、1人につき38万円（扶養親族等が同一生計配偶者
　（70歳以上の者に限ります。）又は老人扶養親族であるときは44万円）を加算した額となります。
※「収入額の目安」は、給与収入のみで計算しています。あくまで目安であり、実際は給与所得控除や医療費控除、
　雑損控除等を控除した後の所得額で所得制限（上限）額を確認します。

所得上限限度額を超過し、児童手当等が消滅となった後でも、所得の修正や、次年度以降の所得が、所得上限限度額未満
になった方は改めて申請を行うことで児童手当等を受け取ることができます。

　支給額

支給なし

問合せ　　住民福祉課　子育て支援係　  ☎３８‒１１１２
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申 =申し込み先 問=問い合わせ先

お
知
ら
せ

心
配
ご
と
・

無
料
法
律
相
談
会

〝
人
吉
・
球
磨
生
活
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
〞
主
催
の
「
心
配
ご

と
・
無
料
法
律
相
談
会
」
が
次
の

と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

相
続
、
借
金
問
題
、
土
地
家
屋

な
ど
の
日
常
生
活
に
関
わ
る
心
配

ご
と
に
つ
い
て
、
ひ
と
り
で
悩
ま

ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
す
。

日
時
：
5
月
19
日
（
木
）

受
付
時
間
：
13
時
〜
15
時

（
予
約
は
不
要
で
す
が
、
予
約
が

あ
れ
ば
優
先
し
ま
す
）

場
所
：
保
健
セ
ン
タ
ー

問
＝
住
民
福
祉
課
住
民
係

☎
3
8
㿌
1
1
1
2
（
直
通
）

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
を

ご
存
知
で
す
か

　

6
月
1
日
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
毎
年
6
月
1
日
を
「
人
権
擁

護
委
員
の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日

を
中
心
と
し
て
特
設
人
権
相
談
所

を
開
設
す
る
等
、
一
層
の
人
権
尊

重
思
想
の
普
及
・
高
揚
に
努
め
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

錦
町
に
は
、
町
長
か
ら
推
薦
さ

れ
て
、
法
務
大
臣
か
ら
委
託
を
受

け
た
次
の
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま

す
。

西
　
　
東
睦
子

　
　
　
徳
田
由
紀
子

一
武
　
赤
川
龍
美

木
上
　
久
保
田
健
嗣

「
特
設
人
権
相
談
所
」
開
設

日
時
：
6
月
1
日
（
水
）

　
　
　

10
時
〜
15
時　

場
所
：
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
＝
住
民
福
祉
課
住
民
係

☎
3
8
㿌
1
1
1
2

国
民
生
活
基
礎
調
査
の

お
知
ら
せ

　

令
和
4
年
6
月
2
日（
木
）【
世

帯
票
・
健
康
票
・
介
護
票
】
と
7

月
14
日（
木
）【
所
得
票
・
貯
蓄

票
】を
調
査
日
と
し
て
、
国
民
生

活
基
礎
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ

の
調
査
は
、
国
民
す
べ
て
の
皆
様

に
健
康
で
明
る
く
豊
か
な
生
活
を

送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
施
策
を

企
画
立
案
す
る
た
め
に
、
皆
様
の

生
活
に
お
け
る
保
健
、
医
療
、
福

祉
、
年
金
、
所
得
等
の
状
況
を
調

査
す
る
も
の
で
す
。
厚
生
労
働
省

が
毎
年
対
象
地
区
を
抽
出
し
実
施

し
て
お
り
、
今
年
は
錦
町
の
福
島

集
落
の
一
部
と
平
良
集
落
の
一
部

が
対
象
と
な
り
ま
す
。
調
査
員
が

各
調
査
世
帯
を
訪
問
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
＝
熊
本
県
八
代
保
健
所
総
務
企

画
課

☎
0
9
6
5
㿌
3
3
㿌
3
1
9
7

ス
ト
ッ
プ
！
農
作
業
事
故

毎
年
、
県
内
で
は
10
人
前
後
の

尊
い
命
が
農
作
業
事
故
で
失
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

特
に
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に

よ
る
事
故
や
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の

農
業
機
械
に
よ
る
事
故
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

農
作
業
に
は
多
く
の
危
険
が
潜

ん
で
い
ま
す
。

　

農
作
業
事
故
を
な
く
す
た
め
に

は
、
一
人
一
人
が
事
故
防
止
意
識

を
持
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

ま
た
、
家
族
や
仲
間
か
ら
も

「
声
か
け
」
を
行
い
、
よ
り
一
層

の
事
故
防
止
意
識
を
も
っ
て
、
農

作
業
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

繁
殖
期
の
野
鳥
保
護
及
び

指
導
取
締
強
化
月
間

春
は
野
鳥
の
繁
殖
期
で
す
。
巣

立
ち
し
た
ヒ
ナ
が
地
面
に
落
ち
て

い
る
の
を
見
か
け
た
場
合
は
、
近

く
に
姿
が
見
え
な
く
て
も
親
鳥
が

世
話
を
し
て
い
ま
す
の
で
拾
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

熊
本
県
で
は
、
愛
鳥
週
間
が
始

ま
り
、
5
月
10
日
か
ら
6
月
9
日

の
1
カ
月
間
を
指
導
取
締
強
化
月

間
と
定
め
て
お
り
、
違
法
捕
獲
等

の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

野
生
鳥
獣
又
は
鳥
類
の
卵
は
、
鳥

獣
の
保
護
及
び
管
理
、
並
び
に
狩

猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
に
よ

り
、
許
可
を
受
け
た
者
以
外
の
、

狩
猟
に
よ
る
捕
獲
、
殺
傷
又
は
採

取
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
民

の
皆
様
に
は
、
御
理
解
と
御
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
野
生
鳥
獣
（
メ
ジ
ロ
、

ホ
オ
ジ
ロ
な
ど
）
の
愛
が
ん
飼
養

目
的
の
捕
獲
は
、
鳥
獣
の
乱
獲
を

助
長
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら

許
可
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
平
成
24
年
3
月
31
日

ま
で
に
、
許
可
を
得
て
捕
獲
し
、

か
つ
飼
養
登
録
が
済
ん
で
い
る
個

体
は
、
更
新
手
続
き
を
行
う
こ
と

で
、
引
き
続
き
飼
養
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
＝
農
林
振
興
課

☎
3
8
㿌
4
9
4
8

問
＝
球
磨
地
域
振
興
局
森
林
保
全

課☎
2
4
㿌
4
1
9
0
（
直
通
）

情
報
の
広
場
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申 =申し込み先 問=問い合わせ先

令
和
4
年
度
狩
猟
免
許
試
験
・

更
新
の
お
知
ら
せ

【
免
許
試
験
の
実
施
時
期
】

　

令
和
4
年
6
月
か
ら
令
和
5
年

1
月
ま
で
に
6
回
程
度
の
狩
猟
免

許
試
験
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

【
免
許
更
新
の
実
施
時
期
】

　

令
和
4
年
6
月
か
ら
9
月
ま
で

に
免
許
更
新
の
た
め
の
講
習
等
の

実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
4
年
度
の
免
許
更
新
の
対

象
者
は
、
「
有
効
期
間
が
平
成
34

年
（
ま
た
は
令
和
4
年
）
9
月
14

日
ま
で
」
と
な
っ
て
い
る
狩
猟
免

状
を
所
持
さ
れ
て
い
る
方
に
な
り

ま
す
。

※
具
体
的
な
日
程
等
は
、
5
月
上

旬
を
目
途
に
熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
周
知
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く

は
、
熊
本
県
自
然
保
護
課
、
又

は
、
最
寄
り
の
広
域
本
部
地
域
振

興
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
＝
熊
本
県
自
然
保
護
課
野
生
鳥

獣
班

☎
0
9
6
㿌
3
3
3
㿌
2
2
7
5

（
直
通
）

問
＝
熊
本
県
広
域
本
部
球
磨
地
域

振
興
局
森
林
保
全
課

☎
2
4
㿌
4
1
9
0
（
直
通
）

令
和
4
年
度
人
吉
球
磨
圏
域

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
の

お
知
ら
せ

こ
の
講
座
で
は
、
意
思
疎
通
に

必
要
な
初
歩
的
な
手
話
通
訳
技
能

の
指
導
及
び
学
科
の
講
習
を
行
い

ま
す
。

日
時
：
4
月
6
日
〜
毎
週
水
曜
日

　
　
　

19
時
〜
21
時

受
講
資
格
：
高
等
学
校
卒
業
以
上

の
学
力
を
有
し
た
者
で
、
手
話
通

訳
活
動
が
可
能
な
者
。

受
講
料
：
7
，
6
0
0
円
（
テ
キ

ス
ト
代
と
し
て
）

会
場
：
人
吉
商
工
会
議
所
会
館

申
込
：
会
場
受
付【
5
月
18
日

（
水
）
締
切
】

問
＝
一
般
社
団
法
人
熊
本
県
ろ
う

者
福
祉
協
会

☎
0
9
6
㿌
3
8
3
㿌
5
5
8
7

c
0
9
6
㿌
3
8
4
㿌
5
9
3
7

市
房
ダ
ム
洪
水
対
応
演
習
を

実
施
し
ま
す

梅
雨
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

全
国
の
ダ
ム
で
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
洪
水
対
応
演
習
が
、
実
施
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　

演
習
で
は
、
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴

や
放
送
文
の
再
生
が
行
わ
れ
ま
す

が
、
こ
れ
に
よ
る
ダ
ム
か
ら
の
放

流
は
行
い
ま
せ
ん
。
な
お
、
演
習

当
日
の
降
雨
状
況
に
よ
っ
て
実
際

の
放
流
を
行
う
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
場
合
は
、
演
習
を
中
止
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

日
時
：
5
月
10
日（
火
）
11
日

（
水
）
の
2
日
間　

9
時
〜
17
時

【
演
習
概
要
】

①
流
域
住
民
へ
の
危
害
防
止
措
置

　

の
実
施

・
球
磨
川
沿
い
に
設
置
し
て
い
る

放
流
警
報
局
（
全
16
局
）
か
ら
放

送
及
び
サ
イ
レ
ン
が
な
り
ま
す
。

な
お
、
放
送
及
び
吹
聴
は
、
前
日

（
5
月
10
日
）
の
み
実
施
す
る
予

定
で
す
。

②
関
係
市
町
村
等
へ
の
情
報
伝
達

　

訓
練

③
ダ
ム
職
員
に
よ
る
ゲ
ー
ト
操
作

　

等
の
机
上
訓
練

問
＝
熊
本
県
市
房
ダ
ム
管
理
所
　

管
理
課

☎
4
4
㿌
0
3
0
4

c
4
4
㿌
0
6
5
9

ペ
ッ
ト
が
迷
子
に
な
っ
た

と
き
は

飼
っ
て
い
る
犬
や
猫
が
迷
子
に

な
っ
た
り
、
い
な
く
な
っ
た
時

は
、
保
護
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
①
お
住
ま
い
の
管

轄
の
保
健
所
、
②
行
方
不
明
に

な
っ
た
場
所
に
近
い
保
健
所
、
③

最
寄
り
の
警
察
署
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
保
護
さ
れ
た
時
の
連
絡

の
た
め
、
迷
子
札
を
首
輪
に
つ
け

た
り
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装
着

し
ま
し
ょ
う
。
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ

を
装
着
し
た
ら
飼
い
主
の
情
報
登

録
も
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

問
＝
人
吉
保
健
所

☎
2
2
㿌
3
1
0
8

広
島
の
「
黒
い
雨
」
に

遭
わ
れ
た
方
へ

広
島
の
「
黒
い
雨
」
に
遭
い
11

種
類
の
障
害
を
伴
う
一
定
の
疾
病

に
か
か
ら
れ
て
い
る
方
は
、
被
爆

者
健
康
手
帳
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

11
種
類
の
障
害

造
血
機
能
障
害
、
肝
臓
機
能
障

害
、
細
胞
増
殖
機
能
障
害
、
内
分

泌
腺
機
能
障
害
、
脳
血
管
障
害
、

循
環
器
機
能
障
害
、
腎
臓
機
能
障

害
、
水
晶
体
混
濁
に
よ
る
視
機
能

障
害
、
呼
吸
器
機
能
障
害
、
運
動

器
機
能
障
害
、
潰
瘍
に
よ
る
消
化

器
機
能
障
害

問
＝
熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
0
9
6
㿌
3
3
3
㿌
2
2
1
0

問
＝
人
吉
保
健
所

☎
2
2
㿌
3
1
0
7

令
和
4
年
度
熊
本
県

調
理
師
試
験
の
実
施

期
日
：
10
月
29
日
（
土
）

会
場
：
熊
本
大
学
全
学
教
育
棟

受
験
資
格
：
中
学
校
卒
業
以
上
の

学
歴
を
持
ち
、
飲
食
店
や
給
食
施

設
等
で
2
年
以
上
調
理
業
務
に
従

事
し
た
経
験
の
あ
る
方

願
書
配
布
：
5
月
9
日
（
月
）
か

ら
県
保
健
所
、
県
健
康
づ
く
り
推

進
課
等
で
配
付

願
書
受
付
：
5
月
9
日
（
月
）
〜

6
月
3
日
（
金
）

提
出
先
：
（
公
社
）
調
理
技
術
技

能
セ
ン
タ
ー

1
0
8

（
直
通
）
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募
　
集

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
堀
留
町
2

㿌
8
㿌
5
J
A
C
C
ビ
ル
5
階

問
＝（
公
社
）調
理
技
術
技
能
セ
ン

タ
ー

☎
0
3
㿌
3
6
6
7
㿌
1
8
1
5

特
殊
肥
料
「
椿
油
粕
」
は

適
正
に
使
用
し
ま
し
ょ
う

　

特
殊
肥
料
と
し
て
販
売
さ
れ
て

い
る
椿
油
粕
は
、
農
薬
と
し
て
登

録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
害
虫
の

駆
除
目
的
で
使
用
す
る
と
、
農
薬

取
締
法
違
反
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
椿
油
粕
に
は
魚
介
類
に
影
響

の
あ
る
成
分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す

の
で
、
肥
料
と
し
て
使
用
す
る
場

合
も
、
水
を
張
っ
た
水
田
や
、
用

排
水
路
や
池
な
ど
に
流
出
し
や
す

い
場
所
で
は
使
用
を
避
け
て
く
だ

さ
い
。

問
＝
熊
本
県
農
業
技
術
課

☎
0
9
6
㿌
3
3
3
㿌
2
3
8
1

問
＝
球
磨
地
域
振
興
局

農
業
普

及
・
振
興
課

☎
2
4
㿌
4
1
1
7

あ
な
た
の
「
ふ
る
さ
と
の

川
を
き
れ
い
に
し
た
い
！
」

を
応
援
し
ま
す
。

県
が
管
理
す
る
河
川
に
お
い

て
、
美
化
活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
等
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

希
望
に
応
じ
て
、
軍
手
や
ご
み

袋
等
の
支
給
、
傷
害
保
険
の
加

入
、
ご
み
の
運
搬
・
処
分
な
ど
の

支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
「
く
ま
も
と　

マ

イ
・
リ
バ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
」
で
検

索
！

　

き
れ
い
な
川
を
保
つ
た
め
に
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
＝
球
磨
地
域
振
興
局
土
木
部
維

持
管
理
調
整
課

☎
2
4
㿌
4
1
1
9

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

や
つ
し
ろ

「
お
し
ご
と
出
張
相
談
会
」

み
な
さ
ん
の
心
配
ご
と
や
不
安

に
寄
り
添
い
「
働
き
た
い
」
と
い

う
気
持
ち
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
ホ
テ
ル
サ
ン
人
吉
内
に
サ
テ

ラ
イ
ト
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
の

で
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な

お
、
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

対
象
：
15
歳
か
ら
49
歳
ま
で
の
求

職
中
の
方
、
ま
た
は
そ
の
ご
家
族

の
方

日
程
：
5
月
10
日（
火
）
19
日

（
木
）
24
日（
火
）

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場
所
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
球
磨
・
あ

さ
ぎ
り
町
免
田
保
健
セ
ン
タ
ー

そ
の
他
：
ひ
と
よ
し
サ
テ
ラ
イ
ト

営
業
時
間
10
時
〜
17
時

金
〜
日

曜
・
祝
祭
日
は
定
休
日
で
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

感
染
防
止
の
た
め
、
状
況
に
よ
っ

て
中
止
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
。
中
止
の
場
合
、
ひ
と
よ
し
サ

テ
ラ
イ
ト
、
も
し
く
は
お
電
話
、

ビ
デ
オ
通
話
で
ご
相
談
い
た
だ
け

ま
す
。

問
＝
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
や
つ
し
ろ
　
ひ
と
よ
し
サ
テ
ラ

イ
ト
　

☎
0
7
0
㿌
1
5
6
5
㿌
7
8
8
9

6w
ksp.hitoyoshikum

a@
gm

ail.com

高
齢
者
の
た
め
の

無
料
職
業
紹
介

　

高
齢
者
の
方
々
の
生
き
が
い
を

高
め
、
健
康
で
明
る
い
生
活
を
過

ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
豊
富
な

経
験
と
知
識
を
活
か
し
、
就
職
で

き
る
よ
う
職
業
相
談
紹
介
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

概
ね
60
歳
以
上
の
方
を
対
象
と

し
た
職
業
紹
介
所
で
す
。

相
談
日
：
毎
週
（
月
・
火
・
水
曜

日
）

相
談
時
間
：
10
時
〜
16
時

相
談
場
所
：
人
吉
保
健
所  

総
務

福
祉
課
内

問
＝
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
高

齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
球
磨
相
談

所☎
2
2
㿌
2
6
2
5

2
0
2
2
年
度

「
点
訳
朗
読
（
音
訳
）
奉
仕
員

養
成
講
座
」
受
講
生
募
集

　

本
講
座
は
、
視
覚
障
が
い
者
に

対
す
る
書
籍
等
の
点
訳
、
音
訳
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
必

要
な
知
識
、
技
術
を
修
得
す
る
も

の
で
、
毎
週
木
曜
日
に
点
字
図
書

館
で
開
催
し
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
視
覚
障
害
者
概
論
、
点
訳
・

音
訳
の
基
礎
か
ら
応
用
、
パ
ソ
コ

ン
を
使
っ
た
電
子
デ
ー
タ
作
成
方

法
な
ど
を
学
び
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
熊
本
県
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
検
索
！

問
＝
熊
本
県
障
が
い
者
支
援
課

☎
0
9
6
㿌
3
3
3
㿌
2
2
3
5

申 =申し込み先 問=問い合わせ先

2
5
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甘茶を入れる地元の方 花御堂の飾り付け 花御堂

問合せ　　企画観光課　　☎ 38－4419

ɹ͜Μʹͪ͸ɻͯͬࢄ͕ࡩ৽྘ͷ༿͕૿͖͑ͯ·ͨ͠ɻ

�݄�೔ʹୈࡾ෼ؗެຽؗʹͯʮՖ·ͭΓʯ͕ߦΘΕ·ͨ͠ɻ͜ͷࣄߦ͸ɺ෹ڭʹ͓͚Δ͓ऍՠ༷͕஀ੜ

ͨ͠೔Λॕ͏΋ͷͰɺผ໊ʮᕲ෹ձʢ͔ΜͿͭ͑ʣʯͱ΋͍͍·͢ɻ

ɹ४උ͸͔࣌�ΒߦΘΕɺՖޚಊͱ͍͏খ͞ͳಊʹʮϔϏϊγϟΫγʯʮࡊͷՖʯͳͲ਺छྨͷՖΛ԰ࠜʹ

০Γ෇͚Δͱಉ࣌ʹɺਬ൧זͰࣽਬ͖͢Δ؁஡ͷ४උ΋ߦΘΕ·ͨ͠ɻ

ɹ༻ҙ͕ऴΘΔͱɺ෹ஃ͔Β͝ຊଚΛՖޚಊ಺ʹ͋Δؙ؈ʹҠಈ͠·͢ɻ؈಺ʹ͸؁஡ΛೖΕΔͨΊʹஔ

͔Ε͍ͯΔͷͰ͕͢ɺແපଉࡂɾՈ಺҆શ౳ͷفΓΛࠐΊͳ͕ΒइͰ͝ຊଚʹ͓஡Λ͔͚ͳ͕Β͓ࢀΓ͢Δ

ͦ͏Ͱ͢ɻ؁஡ͦͷ΋ͷʹ΋͝རӹ͕͋Δͱ͞Ε͍ͯͯɺؼͪ࣋ΓՈͷ۱࢛ʹ೻͘ͱऄ͕دΓ෇͔ͳ͍ࣄɺ

಄෦ʹ෇͚݈ͯ߁ΛفΔࣄͷ�఺ͷҙຯ͕͋ΔΑ͏Ͱ͢ɻ

ɹຊདྷ͸֤஍۠ͷݸਓ୐ͰͦΕͧΕ͍ͨͯͬߦͱͷࣄͰ͕ͨ͠ɺࣄߦΛ͏ߦਓ਺ͷݮগʹΑͬͯ��೥લ͔

ΒެຽؗͰ͏ߦΑ͏ʹͳ͍ͬͯ·͢ɻಉ͡Α͏ͳࣄߦ͸ɺ੢஍۠ͷҪखϊޱɺҰ෢஍۠ͷ౔԰౳Ͱߦ͘޿Θ

Ε͍ͯΔΑ͏Ͱ͢ɻ

ɹࠓճ͸��ਓఔ͕ࢀՃ͠ɺ࿝एஉঁ໰Θ༷ͣʑͳํ͕ަΘΔۭؒͱͯ͠ඇৗʹษڧʹͳΓ·ͨ͠ɻޙࠓ΋ق

અ͝ͱͷࢀ͍ͯͭʹࣄߦՃ͍͖ͤͯͨͩ͞ɺௐ΂͍͖͍ͯͨͱ͍ࢥ·͢ɻ

地域おこし協力隊　活動報告
　　　　　　　　　　　福岡 幸博

「錦町移住体験施設」（旧木上駐在所）が活動拠点です。戦前・戦時中・戦後の出版物、戦争にまつわる物など
ありましたら、ご連絡ください。協力隊連絡先：080-6419-4419

問合せ　　企画観光課　　☎ 38－4419

問合せ　　農林振興課　　☎ 38－4948

錦町農業用燃油高騰緊急対策事業について
　コロナ禍において、農業用燃油の価格高騰が農業経営を圧迫していることから、緊急対策として燃油の高騰分
に対して補助を行います。
【補助対象者】
　町内に住所を有する個人、法人及び生産組合等。町税等を滞納している場合は対象外。
【補助対象経費】
　農畜産物等の加温、乾燥及び調製用として使用する灯油またはＡ重油の購入経費（令和3年度中に購入したもの
に限る）。受託分については対象外。

(1) 補助対象数量は、購入数量の50％
(2) 補助単価は、消費税を含む1リットル当たりの購入価格から、国が実施する施設園芸セーフティーネット

　　　 構築事業に用いるセーフティーネット発動基準価格を減じた額
          ※令和3年度発動基準価格　Ａ重油：83.1円、灯油：88.1円
（例）令和4年1月10日にＡ重油を5,000リットル、105円/リットルで購入した場合
　　    補助対象数量：5,000リットル×0.5＝2,500リットル
　　    補助単価：105円－83.1円＝21.9円
　　    2,500リットル×21.9円＝54,750円　補助金54,700円（百円未満切捨）
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錦町図書館だより

࿑
ᦠ
㙚
㮞
㯜
㯁

㭽
㮝
⍮
㯜
㮮

新 刊 おすすめの本
           　一般書書名        　  著　者          　　 　　　　　児童書書名   　　　 　　 著　者

黒牢城 
ブラックボックス 
ただいま収蔵品整理中 
人類の歴史をつくった１７の大発見 
「適応障害」って、どんな病気？ 
気象災害から身を守る大切なことわざ 
「てんぷら近藤」主人のやさしく教える天ぷらのきほん 

米澤穂信
砂川文次
鷹取ゆう
コーディー・キャシディー
浅井逸郎
弓木春奈
近藤文夫

ネコヅメのよる
よあけ
北条義時（学習まんが伝記）
北条政子（学習まんが伝記）
こわい！あぶない！お酒はキケン！？
毎日がときめくお部屋づくり＆片づけのルール
小説映画ドラえもんのび太の南極カチコチ大冒険

町田尚子
あべ弘士

近藤とも子

白井かなこ

৻⥸ᦠ ఽ┬ᦠ

病院清掃３５年の
プロが教える
病気にならない
掃除術
松本　忠男
幻冬舎

オンボロやしきの
人形たち
フランシス・ホジソン・
バーネット
徳間書店

「お掃除は命とつながっている」。掃除をする
ときは窓を開ける？フローリングは掃除機をか
ける？玄関マットは縦、横どちらに置く？ベッ
ドの位置は？・・・これまでの常識にとらわれ
ない、掃除をする際の重要なポイントを掃除・
衛生のプロが教えます。家族の健康のために毎
日の”掃除”を見直してみませんか。

オンボロやしきの人形たちは、家も服もボロボロ。
けれど、どんなときも陽気に笑ったり、おどったり、
楽しくくらしていました。新しくやってきたピカピカ
城の人形たちに見下されても、うらやむことも、ねた
むこともなく、「すてきな連中だ！」といって、彼らが
困っていたら全力で助けるのです。なんて心やさしい
人形たち！ある日、そんなオンボロやしきの人形たち
に”命”の危機がせまり・・・。

錦町図書館　☎３８-３４２０
開 館 時 間　午前10時～午後６時まで
休　館　日　毎月第１水曜日
　　　　　　年末年始　12月29日～1月3日

～ 心とからだをリフレッシュ！ ～

アウトドア･アクティビティアウトドア･アクティビティ
新緑が気持ちいい季節になりました。「慌ただしい日常から離れ、気分をリフレッシュしたい！」という方へ
おすすめのアウトドアの本を紹介します。

�᦬�ᣣ㧒᳓㧓ߪભ㙚ᣣߔߢ
毎月第１水曜日は休館日です

（祝日の場合、翌日が休館になります）

ソロで
！

家族で
！ソロで
！

家族で
！

・・

ُ⥄ォゞߢΌߥ߆߿㘑ࠍᗵ޿ߚߓ㧋 ੺⚫߽࠻࠶ࡐḡࠬࠅነߜ┙ُ

ُ㔀⹹߽ߔ߹ࠅ޽

ُኅᣖ޿ࠊ޿ࠊߢᭉ޿ߚߺߒ㧋

キャンプといえば、焚き
火は欠かせない。そんな
焚き火の知識がぎゅっと
つまった一冊。写真の炎
を見ているだけでも癒し
効果は抜群。

季節に合わせたアウトドア
情報や新しいアウトドアの
スタイルを提案する。子ど
もから大人まで楽しめる遊
び情報が満載！

ビ ー ・ パ ル

『BE-PAL』 釣り専門雑誌。釣り好き著名
人の密着記事や生き物、自
然、歴史の視点から、釣りを
マニアックに掘り下げる特集
など釣り好きにはたまらない
情報ばかり！

フ ィ ッ シ ン グ ・ カ フ ェ

『Fishing Café』
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出張年金相談（予約制）のご案内
【令和4年5月開催予定】

第 1・2・3・4・5 月曜日　 　　第 2・4 水曜日           　　　第 3 水曜日

【相談時間】 ９：００～１７：００（錦町総合福祉センター、多良木町役場）
　　　　　 ９：３０～１７：００（人吉市東西コミュニティセンター）
　　　　　　※１２：００～１３：００の時間帯は除く

人吉市東西コミュニティセンター 錦町総合福祉センター     多良木町役場

2日・9日・16日・23日・30日 11日・25日        18日

ご予約の方法
◎八代年金事務所出張相談予約担当　☎：０９６５－３５－６１２３

受付時間：（平日）午前９時～午後５時（第２土曜日）午前９時３０分～午後４時
　※ご予約の際には、ご相談者様と配偶者の方の基礎年金番号がわかるものをご準備のうえ
　　開催日の３日前までにお電話ください

出張年金相談は八代年金事務所が熊本県社会保険労務士会へ業務委託をして行うものです。

※直接、年金事務所で年金の相談等をされる際にも予約が必要になります。
　予約なしの場合には、予約者優先のため待ち時間が長くなります。
八代年金事務所 お客様相談室 予約受付電話（０９６５）-３５-６１２３ 自動音声後、①→②を押してください。

݇ොɘʡɯʡ

3 月の報告 

今後の予定

◆結婚相談員　専用メールアドレス◆　

nishiki-konkatsu＠au.com
◇錦町役場　住民福祉課　住民係　☎0966-38-1112

◇1対1お見合い　（1件）

◇メールでのご相談　　　
◇お見合い希望者の面談
◇1対1お見合い・少人数交流会（お茶会・食事会）
◇近隣市町村合同お見合い・少人数交流会（お茶会・食事会）
※今後の予定は、中止や変更させていただく場合がありますので、
　ご了承ください。
※お見合いや少人数交流会の参加についてのご質問やご相談など、
　下記の専用メールアドレスへお気軽にお問い合わせください。
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※予定は変更になる場合があります。

2 3 4  5 6  

9 10 11 12 13

16 17 18 19 20

23 24 25 26 27

30 31

錦町子育て支援センター
からのお知らせ

ももくらぶは、楽しみながら子育てができるように、親子の
交流や情報交換の場として、錦町保健センタ―内に開設し
ています。どうぞ、お気軽にお越しください。
※ ご利用の際は、電話にて事前の予約をお願いいたします。

☎3 8 -2 0 4 8 （錦町保健センター内）

月 火 水 木 金

午前　広場
午後　×

午前　×
午後　広場

午前　広場
午後　×

午前　広場
午後　広場

午前　広場
午後　広場

午前　広場
午後　広場

午前　×
午後　広場

午前　広場
午後　×

午前　×
午後　広場

午前　広場
午後　広場

午前　×
午後　広場

午前 サークル
午後　広場

午前　×
午後　広場

午前　広場
午後　広場

午前　広場
午後　広場

午前 サークル
午後　広場

午前　広場
午後　×

午前　広場
午後　広場

ママとベビーの
ボディーケア

  えほんの会
「今日のえほんは
　　なにかな？」

お友達がいると、楽しいな嬉しいな
かわいい笑顔が沢山広がります。

ねんねコース

はいはいコース

ももくらぶって
　　こんな感じです

×

憲法記念日 みどりの日 こどもの日

● 5 月の広場とサークル活動の予定 ●

親子運動教室

えほんの会

内　　容

18日
（水）

19日
（木）

きらきらコース
（一人で歩けるようになったら）

はいはいコース
（生後７ヶ月頃から）

ねんねコース
（生後 1ヶ月から）

・身体測定
・運動あそび
・親子制作あそび

・親子運動教室　（毎月第3水曜日・・・8月・１月を除く）
　　　講師は月毎に変わります
・ママとベビーのボディーケア　（偶数月の第2水曜日）
・絵本の会　（毎月第3木曜日）

・プレイルームでは、親子で自由にあそぶことができます。
・育児中のお母さんはもちろん、出産を控えた妊婦さんも、育児用品
　などを作ることができます。
・子育て相談は、随時受け付けております。（別室にて対応可）
※健診等により、開設していない日もありますので、ご利用の際は事前に電話での連絡をお願いいたします。

子育てサークル

子育て広場

（活動日の　10：00～12：00）

（開設日：月曜日～金曜日　時間：10：00～16：00）
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◎私たちの体には、ウイルスや細胞などの異物が入ってきたときに体内に『抗体』が作られ、これら外敵を
やっつけようとする『免疫』という仕組みが備わっています。ところが、この免疫の仕組みが食べ物や花
粉など私たちの体に害を与えない物質に対しても、それが繰り返し体に入ることにより、「有害な物質
だ！」と過剰に反応して、攻撃をしすぎる結果、逆にマイナスの症状を引き起こしてしまうのが『アレル
ギー』です。本来は体を守るはずの反応が自分自身を傷つけてしまうアレルギー反応に変わるのです。

◎　症状
　アレルゲンが皮膚から入ると、かゆみや湿疹を起こすアトピー性皮膚炎。鼻の
粘膜では、鼻水やくしゃみを起こす鼻炎や花粉症。のどから気道に入ると、気
管支が腫れて気管支喘息。また口から入った食物により、腸の粘膜が反応して
下痢を起こす、食物アレルギーなどがあります。

◎　予防として
　バリア機能を高めることが大切です。外気浴は、皮膚や粘膜を鍛えます。また、日頃から免疫力を高めて
おくために、生活リズムを整えて、睡眠をきちんととりましょう。アレルゲンにさらされないようにする
ことも、対処法の１つになります。胃腸を丈夫にするためには、ビタミンA・C・葉酸が必要です。

　これらは、色の濃い野菜に含まれています。（にんじん・かぼちゃ・ほうれん草・ブロッコリーなど）
　なお、アレルギーになってしまい、自覚症状がある場合には、医師に相談してきちんと治療することが大
切です。　

（参考：こどもノート）　

アレルギーって何？
～アレルギーのはなし～

ߪߜߦࠎߎ
଻ஜᏧߔߢ

問合せ　錦町保健センター　☎38 -2 0 4 8 保健師　　桑原　香織

アレルギーは、体に害のないものを異物（アレルゲン）と間違えて認識し、抗体（アレルギー抗体）をつくってしまうことが原因で
起こります。アレルギーは、正しく理解して、生活の中で気をつけることで発症や悪化を防ぐことができます。
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西

一武

木上

1・5・6・7・8 区
2・3・4 区

9・10・17 区
11・12・13・14・15・16 区

18・19 区 
20・21・22・23・24・25・26 区

月
○

○

○

火

○

○

○

水
○

○

○

木

○

○

○

金
○

○

○

土

○

○

○

行き　　　第１便　：　８時３０分 第２便　：　９時３０分 第３便　：　12時３０分

帰り　　　第１便　：　１０時３０分 第２便　：　１１時３０分 第３便　：　15時

೑↪ߩᚻ㗅

ฦ࿾඙ߩㆇⴕᦐᣣ

運
行
日
の
確
認

運行時間の一時間前までに、錦中央タクシーへ
電話で予約をする
①「のりあいタクシ－」と伝える　（重要）
②名前
③行先
④どの便に乗るかを伝える

○利用対象者　　　　　　　　　　　 ：　①錦町内在住で一人暮らしの高齢者　
（①・②両方に該当する方）　　　　　　  ②緊急を要する疾患（心臓疾患）の治療を受けている高齢者
○費用　：　所得に応じてご負担が発生する場合がありますので、ご利用希望の際は、事前にお問い合わせください。

◎緊急を要する疾患（心臓疾患）はないが、生活や体調に不安がある方で利用をお考えの際は、個人契約ではありますが、
　直接、キューネットへお申し込みいただく事もできます。　（問合せ：（株）キューネット　０９６－３８３－９１１１）

用事が終わったら、電話で帰りの予約を入れ、
最寄りの停留所で待つ
①「のりあいタクシー」と伝える　（重要）
②名前、待っている停留所を伝える
③自宅の住所
④どの便に乗るかを伝える

ㆇⴕᤨ㑆

஗⇐ᚲ

㍪↸࿷ቛ⠧ੱ
✕ᕆㅢႎࠪࠬ᩺ߏߩࡓ࠹ౝ

・ＪＡくま錦支所前 　・錦町役場前　　・錦町保健センター前 　・錦こども園前　　　・ほづみ皮膚科前
・田中医院前 　・木上駅前　　　・一武駅前　 　　　　　　・肥後西村駅前

通報装置本体 携帯型ペンダント

࿾ ၞ ൮ ᜝ ᡰ េ

࠮ ࡦ ࠲ ࡯ ଢ ࠅ

㍪↸

㍪↸ਸ਼ว㧒޿޽ࠅߩ㧓ࠪࠢ࠲㧗
ޓౝ᩺ߏߩ↪೑ޓޓޓ

ޓޓޓޓߪ⚂੍ߏ
㍪ਛᄩࠪࠢ࠲㧗
6'.㧤�������

　乗合（のりあい）タクシーは自宅まで迎えに行きます。便数も、行き、帰りが
3便ずつとなり、利用しやすくなっています！！　利用料金は片道200円です。
（こどもや、障がい者手帳をお持ちの方、運転免許証返納者、
80歳以上の方は割引があります）町内の移動の際には、
ご利用ください！！
（問合せ　☎38-1111）

　一人暮らしで治療を受けている高齢者の方が、急に具合が悪くなり緊急を要する事態になった際、ボタン一つの操作で
通報ができ、助けを求めることができるシステムです。
　利用希望の方は、ご利用にあたって要件がありますので、事前にご相談ください。（問合せ　☎38-4020）

問合せ　錦町地域包括支援センター　☎38 - 4 02 0
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我
が
家
は
、
祖
父
の
代
か
ら
自
然
豊
か

な
高
原
の
地
で
白
ネ
ギ
生
産
農
家
を
営
ん

で
い
ま
す
。
私
は
、
そ
ん
な
平
野
家
の
男

３
兄
弟
末
っ
子
と
し
て
育
ち
ま
し
た
。
幼

い
頃
か
ら
、
雨
の
日
も
風
の
日
も
夏
の
暑

さ
に
も
負
け
ず
、
生
産
物
を
大
切
に
育
む

家
族
の
姿
を
目
に
し
て
き
ま
し
た
。
私
自

身
、
我
が
家
の
白
ネ
ギ
が
大
好
き
で
、
自

慢
の
一
品
で
す
。

　
「
将
来
は
、
家
を
継
ぐ
・
･
･
?
」
自

分
の
中
で
確
信
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
関
連
し
た
こ
と
が
学
び
た
い
と
考

え
、
進
学
先
を
決
め
ま
し
た
。
高
校
入
学

か
ら
早
１
年
。
本
当
に
あ
っ
と
言
う
間
に

時
間
が
経
ち
、
南
稜
高
校
総
合
農
業
科
を

選
ん
で
良
か
っ
た
と
心
か
ら
思
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
の
１
年
間
や
っ
て
き
た
こ
と

を
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
入
学
後
か
ら

継
続
し
て
〝
植
樹
活
動
〞
や
〝
木
育
〞
に

取
り
組
み
、
人
吉
球
磨
地
域
の
森
林
資
源

の
豊
富
さ
と
、
森
林
・
林
業
の
重
要
性
を

強
く
実
感
し
て
い
ま
す
。
〝
木
育
〞
と
し

て
小
学
校
に
行
く
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
上
級
木
育
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
格
も
取
得
し
、
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
幅
広
い
世
代

の
方
と
関
わ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
木
育
活
動
を
進
め
て
き
た
こ
と
で
人

と
関
わ
る
の
が
苦
手
だ
っ
た
と
こ
ろ
が
改

善
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
林

業
の
専
門
知
識
や
技
術
を
競
う
農
業
鑑
定

競
技
の
勉
強
に
励
み
、
そ
の
成
果
で
全
国

大
会
に
出
場
し
、
全
国
２
位
・
優
秀
賞
を

受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
先
輩
方
や
先
生
方
と
の
様
々
な
活
動

の
成
果
が
認
め
ら
れ
、
全
国
が
ん
ば
る
林

業
高
校
生
表
彰
で
林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞

し
、
南
稜
高
校
が
日
本
一
の
林
業
高
校
で

あ
る
と
認
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
生
徒
会
副
会
長
に
も
任
命
さ
れ
る
な

ど
、
中
学
ま
で
の
自
分
で
は
考
え
ら
れ
な

い
程
、
成
長
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

今
、
様
々
な
経
験
や
出
会
い
か
ら
、
森

林
・
林
業
や
木
材
が
環
境
に
果
た
す
役
割

に
つ
い
て
、
最
も
興
味
を
持
っ
て
学
ん
で

い
ま
す
。
沢
山
の
挑
戦
を
支
え
て
く
れ
た

先
生
方
や
先
輩
方
、
そ
し
て
何
よ
り
家
族

の
サ
ポ
ー
ト
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

大
学
進
学
や
公
務
員
な
ど
進
路
希
望
は

ま
だ
定
ま
り
ま
せ
ん
が
、
今
だ
か
ら
こ
そ

出
来
る
最
大
限
の
努
力
を
積
み
重
ね
、
最

終
目
標
で
あ
る
「
家
を
継
ぐ
！
」
と
い
う

夢
に
向
か
い
、
全
て
を
自
分
の
成
長
に
繋

げ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
成
長
と
活

躍
に
も
、
御
期
待
く
だ
さ
い
！

◆
次
回
は
西
久
保
◆

◆
米
澤
梨
沙
さ
ん
で
す
◆

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
皆
さ
ん
が
普
段
思
っ
て
い

る
こ
と
を
書
い
て
い
た
だ
き
、
次
の
方
へペ
ン

リ
レ
ー
す
る
も
の
で
す
。次
号
の
方
へ
の
紹
介

は
今
号
の
筆
者
で
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

子馬床演習林実習
（環境コースの仲間と共に）

木育の実践
（南稜高校の生徒と上球磨森林組合の皆さん）

ᕁߊߟ޿߹߹
ᐔ㊁ޓ⑲ᄥ㇢ࠎߐ

㧒ᧁ਄㜞ේ㧓
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■人の動き

T
・
晴
美

青
空
に　

桜
舞
い
散
る　

こ
の
空
の　

向
こ
う
に
命　

幾
万
も
散
り

我
の
出
す　

ゴ
ミ
を
捨
て
る　

人
が
い
て

分
業
社
会
は　

見
え
ぬ
こ
と
増
ゆ

ラ
ン
ド
セ
ル　

重
く
な
い
か
な　

上
級
生

観
て
く
れ
る
か
な　

追
う
わ
け
に
ゆ
か
ず

ラ
ン
ド
セ
ル
に　

物
を
入
る
る
が　

楽
し
か
り　

入
れ
て
は
出
し
て　

出
し
て
は
入
る
る

新
学
期　

バ
タ
バ
タ
と
過
ぎ　

家
の
中　

誰
も
構
わ
ず　

吠
ゆ
る
を
や
め
る

台
所
で　

料
理
す
る　

我
の
足
元
で　

見
上
げ
て
ワ
ン
と　

お
座
り
を
す
る

坂
本　

敦
子

集
落
に　

名
旗
の
ぼ
り　

空
高
く

制
帽
を　

机
に
置
き
て　

卒
業
す

旗
を
持
ち　

新
入
生
守
り　

孫
班
長

半
世
紀  

地
域
守
り  

記
念
樹
（
桜
30
本
）

ひ
孫
孫　

名
旗
の
ぼ
り　

高
々
と

竹
の
子
を　

足
で
探
す　

老
二
人

晩
霜
に　

山
菜
の
芽
芽　

皆
や
ら
れ

お
し
ゃ
か
様　

三
年
ぶ
り
に　

顔
を
出
す

も
み
じ
手
で　

お
し
ゃ
か
様
に　

甘
茶
を

坂
本　

敦
子

き
つ
か　

更
地
に
な
っ
た　

災
害
地

き
つ
か　

庭
畑
草
と
の　

老
二
人

に
し
き
ん
婆

き
つ
か　

日
は
長
う
な
り　

ぬ
く
ろ
な
り

き
つ
か  

年
金
ば
か
り
じ
ゃ  

足
ら
ん
げ
な

上
田　

彩
葉
　
（
聖
也
・
有
香
）

　
　
　

  

　

西
下
大
鶴

萬　

陽
愛　
　
　
（
仁
治
・
真
未
）

　
　
　

  

　

西
久
保

尾
方　

琳
太
朗

　
　
　

琥
太
朗　
（
雅
和
・
由
貴
）

　
　
　

  

　

木
上
下
十
日
市

谷
口　

熙
歩　
　
（
博
紀
・
花
月
）

　
　
　

  

　

木
上
平
川

川
原　

由
士　
　
（
西
上
松
里
）

古
島　

知
依　
　
（
八
代
市
）

渡
瀬　

時
人　
　
（
木
上
平
良
）

坂
口　

亜
衣　
　
（
相
良
村
）

横
谷　

和
城　
　
（
西
内
門
）

横
山　

綾
子　
　
（
天
草
市
）

境
目　

ナ
ダ
エ（
92
歳
）　

西
下
大
鶴

福
田　

美
津
子（
88
歳
）　

西
木
揚

今
溝　

等　
　
（
98
歳
）　

一
武
西
下
原

土
屋　

正
央　
（
71
歳
）　

西
大
正

和
泉　

猛　
　
（
91
歳
）　

西
内
門

本
村　

チ
ヨ
ノ（
96
歳
）　

西
下
大
鶴

福
永　

正
勝　
（
79
歳
）　

一
武
上
本
別
府

田
中　

克
典　
（
83
歳
）　

木
上
荒
田

税
所　

重
代　
（
90
歳
）　

一
武
狩
政

☆
次
回
（
6
月
号
）
の
笠

◆
ぐ
う
な
こ
と（
か
わ
い
そ
う
な
こ
と
）

あ
な
た
の
考
え
た
俳
句
・
短
歌
を
掲
載
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
構
い
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
企
画
観
光
課
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　
　
締
切
日
　
5
月
10
日
（
火
）

い
ろ
は

ひ
な
た

り
ん
た
ろ
う

こ
た
ろ
う

き　
ほ

3月末人口動態　　（　）は先月比
○世帯数　３，914（－11）　　 　○総人口　１０，278（－97）　    ○男　4,865（－56）　   ○女　５，413（－41）

「ありがとう」そのひとことでえがお100点まん点リレー

しあわせになれることばの花さかそう

その行動見て見ぬふりは、やめようよ

さかせよう思いやりの花をそして守ろう

言葉一つでだれかを助ける思いやり

だいじょうぶ？こまっている人に声をかけよう

短
　
歌

に
し
き
狂
句

俳
　
句

錦
み
ん
な
の
歌
会

ご
結
婚

お
く
や
み

※

ご
誕
生
・
ご
結
婚
・
お
く
や
み
、と
も
に
3
月

受
付
分
で
す
。更
に
錦
町
役
場
窓
口
で
の
受
付
分

の
み
と
し
、承
諾
を
頂
き
ま
し
た
方
々
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

Ｐ
２
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
入
学
式
で

は
ご
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
入
学
さ
れ

た
皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
取
材

を
す
る
中
で
、
小
学
校
・
中
学
校
に
い
ろ
ん

な
先
生
が
い
た
な
ぁ
と
学
生
の
頃
を
思
い

出
し
ま
し
た
。
生
徒
相
手
に
一
切
手
を
抜

か
ず
真
剣
に
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
大
人
げ
な

い
先
生
、
と
て
も
怖
い
怪
談
を
話
し
て
く

れ
る
教
頭
先
生
な
ど
挙
げ
始
め
た
ら
き
り

が
あ
り
ま
せ
ん
（
笑
）
。
出
会
っ
て
よ
か
っ

た
な
と
思
え
る
先
生
ば
か
り
で
し
た
。

　

さ
て
、
今
年
度
も
取
材
で
お
世
話
に
な

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
広
報
担
当
の
古
賀

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

古
賀
翔
馬

令和3年度　錦町家族で考える人権標語
※令和3年度の学校と学年西小学校　

2年生　下田　佳胤

3年生　髙山　尚也

3年生　濵﨑　紗里奈

４年生　上村　咲絢

４年生　山本　琉蒼

４年生　森田　琉来　

ご
誕
生

ฤ
ू
ޙ
ه
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